








結論 

 蛋白分解酵素阻害剤であるメシル酸カモスタットによる蛋白尿抑制効果について検討し

下記の結果を得た。 

 1)治療抵抗性ネフローゼ症候群2例および妊娠中毒症1例において600mg/日投与により

蛋白尿の消失ないしは抑制が認められた。 

 2)アミノヌクレオシド・ネフローゼラットにおいては 50mg/kg/日投与により蛋白尿が抑

制される傾向が認められた。 


